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　30年ほど前になりますが、オートバイが三度の飯

より大好きで、大学にも行かずに整備士の道を志しま

した。分解したエンジンを組みあげ、「ブルン」と無

事に始動する瞬間は快感そのもの。やらされていると

いう感覚はまったくなく、充実感に満ちていました。

　義務感で仕事をするよりも、成し遂げたいと意欲的

に仕事をすることのほうが、高い成果を得られます。

自律的に仕事を進めるからこそ達成感を得ることがで

き、幸せを感じることができると、私は信じています。

そのような思いで、その後、大学に行き、22年前に

現在の業界に身を置きました。この業界へ入る動機と

なった理想の組織が「めだかの学校」でした。

　「めだかの学校」の２番の歌詞には、だれが先生か

生徒か見分けがつかないくらいに、生徒は自律的にお

遊戯をしているとあります。対比される童謡が「すず

めの学校」。この歌詞には、先生がムチを振るという

描写があるように、統制的な学校だったようです。

　組織に属する人びとにインタビューをすると、ほぼ

全員が「めだかの学校」が望ましいといいます。しかし、

「でもねぇ」と注釈がつきます。現実は「ムチ」を振

り振りの組織。「会社とはそういうもの」という枠組

みから抜け出せないでいるのです。数字や結果を絞り

出すために、上司からお尻を叩かれ、追い詰められ、

ストレスをため込み、心が折れるというストーリーが

繰り返されてしまいます。

　「ムチ」を振って成果を出してきたリーダーは、い

ままでの方法ではうまくいかないことを薄々わかって

いても、「ムチ」を振ることをやめる恐怖心が先に立

ち、成果が出なくても「ムチ」を振り続けてしまうの

です。

　現代の経済環境は、モノやサービスが溢れ、市場が

飽和状態にあります。競争は激化し、消費者はより高い

品質やサービス、アイデアを求めます。目標達成の難

易度もますます高くなり、成功体験のしにくい環境で

は、労働者の士気を維持することも至難の業。職場
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に帰っても「ムチ」を振られては、士気は低空飛行を

続けます。

　「めだかの学校」プロジェクトは、疲弊し士気が低

下している組織を、自律型組織に変革することをねら

いとしています。自律型とは、高いエネルギーを内製

できる組織のことです。「メンバー相互にエネルギー

を引き出すことができる組織」、「成長を実感できる組

織」、「チャレンジすることが奨励され失敗に寛容にな

れる組織」では、人は次の３つの要素でエネルギーを

高めます。①職場のメンバー相互に認め合える関係が

あること、②お役立ちが実感できること、③自分や組

織に可能性を感じること。これらを意図的に実践する

ことこそが、心から成し遂げたいと思える組織のエネ

ルギーになるのです。

　自律型組織をめざす「めだかの学校」プログラムは、

リーダークラスを対象としています。研修を通じて、

リーダーが自律型組織に変革するためのノウハウを学

び、職場実践を繰り返していきます。プロジェクトの

期間は、組織の状態により３カ月～１年となっており、

その間、組織とじっくり向き合います。取り入れてい

る企業は、製造、サービスなど、業種はさまざまです。

　たとえば、１年のプログラムであれば、２～３カ月

に１度のペースで、全５回の研修を予定し、研修のた

びに、次の研修までの実践計画を立てます。２回目か

らは、研修の冒頭で振り返りを行い、理想の組織へ向

けた効果のチェックと学びの整理を行います。研修内

容は、理想の組織ビジョンの設定、活性化した組織づ

くり、自発性を引き出す対話スキル、ノウハウの継承

など、チーム討議を中心に進めていきます。

　大事なことは、「研修に参加して楽しかった」、「次

回も楽しみだ」と感じてもらうことです。実習では、

エネルギーが湧いてくる体験、達成を実感できる体験

など、受講者自身がエネルギーの高まりや変化に気づ

き、職場でやってみようという気持ちをもてるように

創り上げていきます。職場が変化するのは、そこで働

く人がポジティブな変化を実感したときなのです。

　「めだかの学校」プログラムでは、プロジェクトの

量より質、「急がば回れ！」

中間で現場インタビューを行います。研修に参加して

いるリーダーのもとで働くメンバーに、理想の組織へ

向けた取り組みの成果や障害になっている問題など

を、直接職場にうかがってヒアリングします。多くの

メンバーは、取り組みに賛同してくださいます。

　インタビューをして感じることは、優秀なリーダー

は、着任したらまずメンバーと信頼関係をつくること

からはじめるということです。ひたすらメンバーに声

を掛け、悩みを聞き、ときには飲みにも誘い、メンバー

を理解しようと努力します。また、リーダーは結果ば

かりを評価してしまいがちになりますが、達成までの

プロセスの質をいかに高めるかをメンバーとともに考

え、知恵を出しています。進展があれば、そこに承認

やメッセージを送り、意欲を喚起します。

　「めだかの学校」プロジェクトは、プロセスを大事に

します。メンバーが進んでリーダーに「報連相」にく

る関係をつくること、数字が出ていなくても途中経過を

褒め、励まし、知恵を出す関係をつくることなのです。

　そこには、お客さまが望んでいることに一生懸命に

応えようという、お役立ちの視点が不可欠です。人は

機械ではないのです。「ムチ」を振れば瞬間風速的に

は成果が上がるかもしれません。しかし、それが何年

も続くと、エネルギーは低下し、疲弊していきます。

追い詰められたメンバーは、ときに不正を働き、成果

を出したように見せかけます。継続的に成果を生み出

していくためには、遠回りになるかもしれませんが、

「量」を求める前に「質」を高めことが重要なのです。

そうすると、お客さまからの信頼も積み上がり、「量」

につながっていきます。

　その好循環を風土としてつくりあげていくことが、

「めだかの学校」プロジェクトの取り組みです。
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浸透、チームビルディング、自律型組織開発などコンサルティ
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